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2018年１月22日から23日未明にかけて関東地方では，歴史的な大雪に見舞われた．大雪の影響もあり，

成田・羽田空港では多くの便が欠航となった．この大雪による欠航は，旅客にとって予想もしていなかっ

た突発的に起きたフライトキャンセルであり，多くの旅客の移動に影響を与えた．フライトキャンセル発

生時の空港管理者および航空会社は，旅客の対応に追われ迅速な再開の手続きが出来なかったとされてい

る．これまでに，突発的に起きたフライトキャンセル時の旅客の対応行動を定量的に評価した研究事例や

具体的な施策は未だ無いの現状である． 
本研究では，この影響を受けた旅行者を対象にアンケート調査を実施した．突発的フライトキャンセル

が発生した時に旅客は，どのような移動手段を想起し，対応行動をしたのか行動意図のモデル化を試みる．

本研究の成果により，旅客の対応行動および意図行動のモデル化を構築することができる．また，空港管

理者や航空会社は，円滑な滑走路の再開及び旅客の対応につながると考えられる． 
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1. はじめに 

 
2018年1月22日から23日未明にかけて関東地方では，

歴史的な大雪に見舞われた．大雪の影響もあり，この二

日間での成田・羽田空港を離発着する航空便は，国内線

を中心に約400便以上が欠航となる突発的なフライトキ

ャンセルが起きたとされている．さらに，成田空港では，

滑走路が閉鎖し約9,900人が成田空港で一晩を過ごすこ

ととなった1)．欠航により旅程変更を強いられた旅客や

空港で連泊を強いられた旅客は，肉体的，精神的，経済

的に多大な負担が及んだとされている．また，成田空港

の滑走路が一時閉鎖したことによって，他の代替交通手

段にも多大な影響を与えたと考えられる．すなわち今回

の大雪で起きた突発的なフライトキャンセルは，旅客と

代替交通手段の両面に影響が及んだとされている． 

現段階では，旅客が予定していた航空便がフライトキ

ャンセルによってどの程度の負担を強いられたのかを定

量的に評価する手法は未だ確立されていない． 

そこで，本研究では，今回の大雪にに遭遇した旅客が

どの程度の負担を強いられたかを定量的に評価する為の

手法を構築する為の基礎的研究を行う．手法を構築する

にあたり，旅客が突発的なフライトキャンセルに遭遇し

た時に行った対応行動のモデル化を試みる．対応行動の

モデル化を行うことで，交通インフラの大規模途絶時の

旅客の対応行動が予測できると考えられる．また，施設

や管理者側は，旅客の負担を減らす対応策が迅速に行う

ことができると考えられる．なお，本研究で述べる「突

発的」という言葉は，「誰もが予想していなかった」と

いう意味で用いている．したがって数日前より予報が出

される降雪はこの定義には合致しないが，突然の降雪は

合致する． 

 

 
2. 既往研究の整理と本研究の位置づけ 

 
ここでは，事故や災害などによって交通インフラ

が途絶した時の影響や旅客の対応行動について知見

を述べている既往研究を整理する．谷口ら2)は，新幹
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線が交通手段としての機能を失った時の代替となる

航空手段への負荷的影響を求めている．その結果，

航空機材等のスケジューリングの関係から断絶した

路線を中心とし，付近に位置する空港から順に負荷

がかかることを明らかにした．一方で，日本の三大

都市とされる東京・大阪・名古屋に位置する空港は

どの路線が断絶しても空港にかかる負荷は，大きい

と述べている．加藤ら3)は，航空において，定時運行

を難しくしている最大の原因は，天候不良と仮定し

た上で，悪天候時に欠航が生じたときの機材の割り

当てを予測する手法を考案した．  
また，交通インフラが途絶した時の旅客の選択行

動に関する既往研究に朝倉ら4)や高田ら5)がある．朝

倉ら4)は，災害によって道路が損傷した時や救急車両

の優先道路となってしまった時の道路ネットワーク

を対象に，その際のドライバーの選択行動をアンケ

ート調査を用いて選択行動モデルの構築を行った．

また，得られた選択行動モデルの結果を交通量配分

に適応した結果，ほとんどのドライバーがトリップ

を中止することはなく，迂回ルートを使用して目的

地へ向かう事が可能であることが明らかになった．

一方で，高田ら5)は，首都圏の鉄道を対象に輸送障害

が起きた時の乗客の選択行動をモデル化している．

その結果，所要時間の短い迂回ルートが利用可能で

も，乗客は，復旧までの時間を考慮してルートを選

択する傾向にあると述べている． その他の研究事例に，

日下部ら6)，原田ら7)，荒谷ら8)，鈴木ら9)が本研究に類似

した既往研究に存在する． 
以上，本研究に関連する既往研究について整理し

た．その結果，津波や地震などの災害時による道路ネ

ットワークに対する冗長性や脆弱性を分析した研究は数

多くなされている一方で，航空を対象とした突発的なフ

ライトキャンセル後の対応行動に着目した研究事例は未

だ無いことが確認された．よって，本研究の位置づけは，

先駆的に行っていくこととする． 
 
 

3. 本研究で実施した調査 

 
(1) アンケート調査の概要 

表‐1 に，本研究で実施したアンケート調査の概要を示

す．アンケート調査の対象者を大雪当日に航空機での移

動を予定した旅客とした．回答者数は，515 サンプルと

なった．調査項目は，表に示すとおりである．回答者の

個人属性を表‐2 に示す．性別比は，男性の割合が多い

結果となった．年齢は，概ね偏りがなく回答を得られた．

移動目的は，仕事目的と回答した結果が多いことが読み

取れる．欠航に遭遇したタイミングは，旅行を開始する

表-1 アンケート調査概要 
調査時期 2018年2月 

調査方法 WEBアンケート調査 

調査対象 当日に航空機で移動予定のあった人 

サンプル数 

(有効回答数) 

515人 

調査項目 1.事故を知った場所 

2.搭乗する予定のフライト 

3.欠航後に、何をしようとしたか 

4.遅延・欠航後の移動の可否 

5.実際の移動で用いた交通手段と移動経路 

6.移動の目的や日程 

7.個人属性 

表-2 回答者の個人属性の集計結果 

性別比 男性341（66.2%），女性174（33.8%） 

年齢構成 20代…97（19.0%），30代…144（28.0%） 

40代…149（29.0%），50代…72（14.0%） 

60代以上…52（10.1%） 

移動目的 仕事…345（67.0%）観光…118（23.0%） 

その他…57（11.0%） 

欠航に遭遇し

たタイミング 

旅行開始前に欠航に遭遇…333（64.7%） 

旅行途中に欠航に遭遇…182（35.3%） 

表-3 回答者のOD（空港）の集計結果 

  羽田空

港 
福岡空

港 
関西空

港 
千歳空

港 
その他 

羽田空港   46 42 25 71 

福岡空港 22   2 2 8 

関西空港 11 1   3 8 

千歳空港 11 0 3   4 

その他 79 14 13 9   

 

 
図-1 欠航に遭遇した旅客の選択行動の結果 

（旅行開始前） 
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前に遭遇した回答が多い結果となった．表‐3 に，回答

者の移動予定であった OD を示す．羽田を離発着する回

答者が多かったことが読み取れる．  

 

(2) 欠航に遭遇した旅客の対応行動 

図‐1 に，回答者の大雪当日の対応行動の結果を示す．

なお，ここでは，これから旅行を開始する方を集計の対

象とした．欠航に遭遇した後の行動結果を見ると，旅行

を延期した割合が最も多い事が明らかになった．なお，

ここでの延期は，旅行を別の日に振り替えて再度，旅行

を行うことを意味する．次に割合が大きかったのは，旅

行の続行であった．旅行を続行出来た人の移動手段に着

目すると，航空機での移動できた旅客の方が新幹線で移

動した旅客よりも多い事が確認された． 

航空機で移動が可能だった理由は，欠航に遭遇後，旅

客はキャンセル待ちをして，当初の予定通りの路線を使

用して目的地へ向かったケースや別の路線に変更して目

的地へ向かった可能性が考えられる．もしくは，羽田や

成田空港から遠方の地域は，優先的に運行を再開したと

考えることができる．図‐2 に，地方別による大雪当日

の移動到達人数を示す．新幹線では到達することの難し

い北海道地方や九州地方は，航空機での移動到達人数が

多いことが読み取れる． 

 

(3) 欠航に遭遇した旅客の行動意図 

前節では，大雪当日の回答者の対応行動の結果を示し

た．その結果，同じ目的地へ向かう旅客でも，大雪当日

に目的地へ到達できた旅客とできなかった旅客がいるこ

とが明らかになった．本研究では，この違いを考えたと

ころ，対応行動をする前に行動意図をしていると考えた．

図‐3 に，欠航に遭遇した時の行動意図の概念図を示す．

大きく分けて 5つの意図行動にタイプ分けを行った．タ

イプ A は，欠航に遭遇した時に，航空機のみでの移動

を考えたことを表す．タイプ B は，欠航に遭遇した時

に，航空機と新幹線の二つでの移動を考えたことを表す．

タイプ C は，欠航に遭遇した時に，様々な交通手段で

の移動を考えたことを表す．タイプ D は，欠航に遭遇

した時に，航空機と幹線バスの二つでの移動を考えたこ

とを表す．タイプ E は，欠航に遭遇した時に，航空機

と在来線の二つでの移動を考えたことを表す．回答者が

どのタイプに分類されたのかを表‐4 に示す．最も多か

ったタイプは，航空機のみでの移動を考えた旅客である

事が明らかになった．図‐4 に，年齢とタイプの関係性

を示す．30 代や 40 代の回答者は，航空機だけでなく，

様々な交通手段を欠航に遭遇した時に考えていることが

読み取れる． 

回答結果をまとめると，欠航に遭遇した旅客の対応行

動は多種多様である．これらの旅客は，階層的に行動を

 

図-2 地方別による大雪当日の移動到達人数 

 

A B C D E

旅行の継続 旅行の延期 旅行の中止

移動可否モデル

 
図-3 旅客の行動意図の概念図 

 

表-4 タイプ別の回答者の割合 

 A B C D E 

人数

（人） 

78 47 21 6 4 

割合

（％） 

50 30.1 13.5 3.8 2.6 

 

 
図-4 年齢とタイプの関係性 
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決断している事が本研究のアンケート調査より判明した． 

 
 
4. 欠航に遭遇した旅客の行動意図モデル 

 
本章では，旅客が欠航に遭遇した時にどのような交通

手段での目的地への移動を考えたのかモデル化を試みる．

モデル化を行うにあたり，本研究では，旅客の想起集合

を考慮したモデル化を試みる．想起集合は，Howard and 
Sheth10)が提唱した概念である．本研究では，この概念を

援用して欠航に遭遇した時の旅客の行動意図のモデル化

を試みる． 
 
 
5. まとめ 

 
本研究では，大雪により多くの航空便が欠航した事例

を対象に旅客の対応行動および意図行動をアンケート調

査を用いて明らかにした．なお，モデルの推定結果は，

発表時に公表するものとする． 
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